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障害者就業・生活支援センター「つれもて」で、支援の流れについて
説明する鈴木栄作センター長。同センターでは、障害者の自立・安定
した就業生活の実現をめざし、相談や家庭訪問など、就業面・生活面
での支援を行っています。
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平成 28 年、障害の有無に関わらず、安心して暮らせる共

生社会の実現をめざし障害者差別解消法が施行されました。

和歌山市では、障害のある方が住み慣れた地域で安心して

暮らし、働くことができるよう取組を進めています。今回は、

障害のある方の就労支援の施策について紹介します。

きらり 働く
特集・障害のある方の就労支援
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和歌山市障害者雇用促進事業

■ 就労移行支援事業所
一般就労をめざす方が準備・訓練を行う通所型の福祉

サービス。移行支援期間は２年。

1 和歌山市障害者就労インターンシップ事業補助金
就労事業所の協力のもと、一般就労先への職場実習を

行った障害者に対し、就労事業所

を通じ、報酬として補助金を交付

します。職場実習を通して職業能

力の向上を図ります。

障害のある方の一般就労を進めるため、和歌山市では、

平成 28 年４月から次の３つの事業を実施しています。

市 HP（ID：1016281）にも詳細を記載しています。

2 職場開拓特別対策事業
和歌山市から委託を受けた障害者就業・生活支援セン

ターの職場開拓推進員が、雇用に関

するインターンシップ事業等の制度

を活用し、その人にあった職場適用

を図るなど、一般就労に関する相談・

サポートを行います。

3 和歌山市障害者雇用定着祝い金交付事業
就労継続支援 A 型または就労継続支援 B 型を６か月以

上利用した後、一般就労し、６か月継続して就労した場

合、祝い金として 10 万円を交付します。

障害者就業・生活支援センター つれもて
（美園町 5-5-3 麦の郷総合支援センター）
☎ 427-3221 / ℻ 427-3307

就業や、就業に伴う日常生活上の支援

を必要とする障害のある方に対し、ニー

ズや課題に応じて、職業準備訓練や職

業実習の斡旋、求職活動への同行、生

活面の支援などさまざまな相談に応じ

ます。

まずはご相談ください

何から始めればいいのかわからない

就職に向け受けられる支援を知りたい

職場や生活の悩みを相談したい

就職・転職活動を始めたい

紹介された事業所で働けるか試したい

ハローワーク和歌山
（美園町 5-4-7）
☎ 425-8609 / ℻ 424-3121

就職を希望する方の求職登録を行い、

障害の態様や適性、希望職種等に応じ、

職業相談や職業紹介、職場適応指導を

行います。

和歌山障害者職業センター
（太田 130-3）
☎ 472-3233 / ℻ 474-3069

就職に向けての相談、職業能力等の評

価、就職前の支援から就職後の職場適

応のための援助、職場復帰の支援等、

個々の障害状況に応じた継続的な支援

を行います。

自分に合った仕事を知りたい

専門的な職業評価や支援を受けたい

ジョブコーチの支援を受けたい

●● 市 HP のトップから関連ページを検索できます。①記事記載の ID を入力 ②表示ボタンをクリック  ●●

■ 就労継続支援事業所 B 型
雇用契約を結ばず、授産活動を行いながら工賃を受け

取る障害福祉サービス。福祉的支援が手厚く、マイペー

スに少しずつ慣れることができる。

就労継続支援事業所Ａ型で
ある社会福祉法人スミや

「和佐福祉工場」が、「労働
安全無災害 8,000 日」を達
成。昨年 12 月、尾花市長
が訪問し、表彰しました。

■ 就労継続支援事業所 A 型
障害者と雇用契約を結び、原則として最低賃金を保障

する仕組みの雇用型の障害福祉サービス。週 20 時間

以上勤務。

企業等で働く意欲がある障害のある方に対し、働

くために必要な知識と能力を高める支援を行う事

業を就労移行支援事業といい、現在、和歌山市に

は９か所の就労移行支援事業所があります。

また、通常の事業所での雇用が困難な障害のある

方へ就労の機会を提供し、生産活動やその他の活

動の機会の提供を通じて、知識や能力の向上のた

め必要な訓練を行う事業を就労継続支援事業とい

い、「A 型」「B 型」の２種類に分かれています。

市内の就労継続支援事業所は、A 型が 21 か所、B

型が 49 か所です。

この５年間で、就労移行支援事業所数は約 1.5 倍、

就労継続支援事業所数は約２倍に増えています。

和歌山市では、グループホームや就労施設の整備

を行う社会福祉法人等に対し整備費用の一部を補

助するなど、今後も障害のある方の生活・就労支

援を進めていきます。

※事業所数は平成 30 年１月１日時点のもの

問 障害者支援課 ☎435-1060、℻431-2840
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障害者いきいき事業（平成 30 年度利用者募集）
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●期間／５月～平成 31 年３月　　
●対象／身体障害者手帳・特定医療費（指定難病）受
　給者証をお持ちの方　
●費用／各教室予定回数× 100 円　
●申込／２月６日火～３月４日日の９時～ 17 時に、身
　体障害者手帳・特定医療費（指定難病）受給者証を
　持参　※機能回復訓練は健康保険証も必要。本人・
　家族以外の申込や、電話・FAX での申込不可。申込
　多数の場合、抽選。申込締切後、定員に達していな
　い教室は随時募集（一部を除く）。
●場所・申込・問合先／
　ふれ愛センター（木広町５- １- ９、月曜休み・祝日
　の場合翌日）☎ 433-8866、ＦＡＸ 433-8868
●問合先／障害者支援課 ☎ 435-1060、℻ 431-2840

内 容 回 数 日 時 定 員

作業療法 33 回 第１～３土
10：00～12：00 ６人
13：00～16：00 ９人

理学療法 33 回 第１～３土
10：00～12：00 ６人
13：00～16：00 ９人

言語療法 11 回 第 1 土 13：00～16：00 ６人

機能回復訓練（65 歳未満の方）
教 室 名 回 数 日 時 定 員

編物 15 回 第１・３火 10：00～ 20 人
聴覚障害者
パソコン

ろうあ者
15 回 第２・４火 10：00～

５人
中途失聴・難聴者 ５人

華道 15 回 第２・４火 13：00～ 10 人
体操　※各回１時間 30 分 15 回 第２・４火 13：30～ 30 人
ヨガ　※各回１時間 30 分 15 回 第１・３水 13：30～ 20 人
茶道 15 回 第２・４水 10：00～ 10 人
肢体障害者
パソコン

未経験者 15 回 第２・４水 10：00～ 10 人
経験者 15 回 第２・４水 13：00～ 10 人

絵画 15 回 第１・３木 10：00～ 15 人
点字 15 回 第１・３木 13：00～ ６人
囲碁 15 回 第２・４木 10：00～ 10 人
将棋 15 回 第２・４木 10：00～ 10 人
着物着付け 15 回 第２・４木 14：00～ 10 人
書道 15 回 第１・３金 10：00～ 35 人
カラオケ 15 回 第１・３金 13：00～ 20 人
陶芸 15 回 第２・４金 10：00～ 15 人
手話　※中途失聴・難聴者 15 回 第２・４金 13：30～ 20 人
料理 15 回 第２・４土 10：00～ 16 人
視覚障害者パソコン 15 回 第１・３日 10：00～ 10 人

創作的活動・社会適応訓練・レクリエーション（各回２時間）
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内 容 回 数 日 時 定 員

①手話入門 22 回
４～９月の金 19：00～20：30 30 人

４～９月の土 10：00～11：30 30 人

②点字 20 回 ４～ 10 月の土 13：30～15：30 20 人

③朗読 23 回 ４～ 11 月の土 13：30～15：30 20 人

●場所／①ビッグ愛　②③ふれ愛センター
●申込／２月 23 日金〈必着〉までに郵送・持参・メール
　で申込用紙を提出
●申込・問合先／障害者支援課☎ 435-1060
　✉ shogaishashien@city.wakayama.lg.jp
※要テキスト代。申込用紙は障害者支援課・ふれ
　愛センターで配布・市 HP（ID：1012438）で。
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問 高齢者・地域福祉課（東庁舎２階） ☎435-1063

第10回 戦没者等遺族への特別弔慰金

●対象者／戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成 27 年４月
　１日時点で公務扶助料や遺族年金等を受ける方がいない
　次の順番による先順位のご遺族１人。
1平成 27 年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法に
　よる弔慰金の受給権を取得した方
2戦没者等の子
3父母、孫、祖父母、兄弟姉妹
　※3は戦没者等の死亡当時、生計関係の有無などにより
　　順番が入れ替わります。

4左記1～3以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪等）
　※4は戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関
　　係を有していた方のみ
●内容／平成 28 年から額面 25 万円５年償還の記名国債
●申請／
　平成 30 年４月２日月までに①請求者の印鑑　②代理の方
　が手続きを行う場合は、本人確認書類（運転免許証など）
　③戸籍等の必要書類※を持参し高齢者・地域福祉課へ
※必要書類の詳細については同課へお問い合わせください。

　必要書類の取得等に時間がかかる場合がありますので、未請求の方は早めにお手続きください。

請求期限は平成30年４月２日まで！

問 障害者支援課（東庁舎１階） ☎435-1060

人事課分
問 人事課 ☎ 435-1019

●受験案内／２月１日木～人事課（市役所５階）で配布　●申込／【持参】２月９日金・
13 日火 【郵送】２月 13 日火〈消印有効〉までに人事課へ　●試験日／２月 18 日日
※詳しくは受験案内を参照・各担当課へお問い合わせください。

教育委員会分 
問 教育政策課 ☎ 435-1135

非常勤職員（資格職・技能労務職）採用試験Pic
k Up 
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●受験案内／２月１日木～教育政策課（市役所
11 階）・各担当課で配布　●申込／２月 14 日
水〈消印有効〉までに教育政策課へ　●試験日
／２月 24 日土

人事課分・教育委員会分共通事項
●任期／平成 30 年４月１日～ 31 年３月 31 日。
　　　　再度任用される場合があります。
●申込先／〒 640-8511　七番丁 23
　　　　　人事課または教育政策課
※応募は１つの職種のみ可。募集内容は変更に
　なる場合があります。受験案内は市ＨＰ（ID：
　1001150) からもダウンロード可。

職種 報酬（月額） 担当課
校務員⑭ 14 万１千円 教育政策課

☎ 435-1135園務員① 14 万１千円

特別支援教
育支援員② 13 万４千円

学校教育課
☎ 435-1139

スクール
ソーシャル
ワーカー①

10 万５千円 子ども支援センター
☎ 402-7830

幼稚園保育
補助員（午後
保育）①

15 万 3 千円
教職員課
☎ 435-1196

幼稚園保育
補助員② 14 万７千円

栄養士③ 14 万９千円 保健給食管理課
☎ 435-1137

※○数字は採用人数。詳しくは受験案内を参照。

職種（○数字…採用人数） 報酬（月額） 担当課
保健師① 20 万円

人事課☎ 435-1019
管理栄養士① 19 万５千円

市民相談員① 14 万円 市民生活課☎ 435-1025

人権啓発専門員③ 15 万６千円
人権同和施策課☎ 435-1058

用務員（文化会館の維持管理）① 14万１千円

作業員（不法投棄収集）① 15万３千円 一般廃棄物課☎ 435-1352

環境教育啓発指導員① 15万７千円 環境政策課☎ 435-1114

作業員（ごみ収集）⑱ 17万９千円 収集センター北事務所☎471-1503

介護支援専門員① 19 万８千円 指導監査課☎ 435-1319

介護保険ケアプラン点検員① 18 万６千円 介護保険課☎ 435-1190

主任介護支援専門員① 20 万円
地域包括支援課☎ 435-1197

認知症地域支援推進員① 20 万円

保健師・管理栄養士①
（特定保健指導）

保健師 20万円
管理栄養士 19万５千円

国保年金課☎ 435-1215

看護師① ６万４千円 総務企画課☎ 488-5107

精神保健福祉士① 20万円 保健対策課☎ 488-5117

保健師・看護師①
（結核患者の服薬支援）

保健師20万円
看護師18万6千円

保健対策課☎ 488-5118

保健師（乳幼児健康診査等）② ８万６千円 中保健センター☎ 488-5122

保健師（乳幼児健康診査等）① 20 万円 南保健センター☎ 499-5566

保健師（乳幼児健康診査等）① 20 万円 北保健センター☎ 464-5051

就労支援員③ 18 万２千円

生活支援課☎ 435-1205返還金徴収員① 15 万７千円

ケースワーカー支援員① 17 万１千円

ケースワーカー補助員① 17 万１千円 生活保護課☎ 435-1061

手話通訳員① 16 万８千円 障害者支援課☎ 435-1060

児童館職員④ 15 万７千円 子育て支援課☎ 435-1329

児童相談員① 20 万円
こども総合支援センター
☎ 402-7830

虐待通告対応員① 20 万円

児童虐待相談支援員① 12 万円

労働相談員① 18 万２千円 産業政策課☎ 435-1040

作業員（公園の維持管理）⑦ 15 万３千円 和歌山城整備企画課☎ 435-1044

鳥獣被害対策実施隊員① 出動１回４千円 農林水産課☎ 435-1049

巡視員② 14 万５千円 中央卸売市場☎ 431-3169

作業員（廃棄物分別・積込）① 15 万３千円
中央卸売市場☎ 431-3161

運転手① 15 万３千円

作業員（放置自転車撤去）③ 15 万３千円 都市整備課☎ 435-1082

作業員（公園の維持管理）① 15 万３千円 公園緑地課☎ 435-1076

住宅使用料等徴収員① ５万円 + 能力給 住宅政策課☎ 435-1099

下水道普及指導員① 13 万５千円
下水道普及課☎ 435-1246

下水道事業受益者負担金等徴収員① ５万円 + 能力給

アルバイト募集！
●事務補助員の登録  問 人事課☎ 435-1019
※募集要項は２月１日木～人事課で配布。
　登録は３月 10 日土９時 30 分・13 時 30
　分に市役所 14 階大会議室で。

随時募集中！※募集要項は各担当課で配布

●給食調理員（代替員）
問 教育政策課（市役所11 階）☎435-1135
●放課後児童支援員・補助員
問 青少年課（市役所 10 階）☎ 435-1235
●保育士・保育調理業務員
問 保育こども園課（東庁舎２階）☎435-1064
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Pick  Up  News Pick  Up  News

7 市報わかやま  平成30年２月号 市報わかやま  平成30年２月号 6●● 和歌山市役所  ☎ 073-432-0001（代表）   〒640-8511 和歌山市七番丁23  ●● ●● 市 HP のトップから関連ページを検索できます。①記事記載の ID を入力 ②表示ボタンをクリック  ●●

問 市民税課 ☎435-1036市・県民税の申告をお忘れなく

Pic
k Up 

06

場所 受付日
紀伊支所 ２/13 火
小倉支所 ２/14 水
西和佐支所 ２/15 木
安原支所 ２/16 金
和佐支所 ２/19 月
西脇支所 ２/20 火
加太支所 ２/21 水

場所 受付日
西山東支所 ２/22 木
直川支所 ２/23 金
岡崎支所 ２/26 月
東山東支所 ２/27 火
有功支所 ２/28 水
川永支所 ３/ １木
山口支所 ３/ ２金

確定申告はお早めに！

Pic
k Up 

05 問 和歌山税務署 ☎424-2131（音声案内[２]を選択）平成 30 年度の主な税制改正Pic
k Up 

07 問 市民税課 ☎ 435-1036
市 HP（ID：1018514）

受付期間

２月 16 日金～３月 15 日木

２月１日木～３月 15 日木

▶

▶

所得税・復興特別所得税

贈与税

※マイナンバーの記載と本人確認書類の提示か写しの添付が必要

①印鑑　②前年の収入を明らかにできるもの（年金・給与
の源泉徴収票など）③マイナンバーカードまたはマイナン
バー通知カードと本人確認書類

●住民税の申告
　確定申告が不要の方でも、市・県民税の申告が必要な場合が
あります（市から申告書が届いた方など）。
　申告は市・県民税を計算する基礎資料になり、また課税証明
書等を発行する資料にもなります。忘れずに申告しましょう。
右の各支所では、出張受付を実施します。区域内にお住まいの
方はご利用ください。

●支所受付時間／９時30分～12時、13時～16時

郵送でも申告ができます

申告は、持参する方法以外に郵送でも可能で
す。申告用紙と必要な書類等を市民税課あて
に郵送してください。※申告用紙には電話番
号を必ず記入してください。

市 HP（ID:1001428）で
申告書の作成ができます。

必ず必要な書類は？ 控除申告に使える主な書類って？

●社会保険料（国民健康保険料や国民年金保険料、介護保
　険料など）の納付証明書・領収書
●生命保険料、地震保険料の控除証明書
●障害者手帳等（本人・扶養家族が該当する場合）
●医療費控除の申告をされる方は、医療費控除の明細書
※詳しくは P. ７「平成 30 年度の主な税制改正」をご覧く
　ださい　平成 30 年１月１日現在、和歌山市に住所がある方は、

申告の必要があります。しかし、次のいずれかに該当する
人は、申告の必要はありません。
●対象／
①税務署に所得税の確定申告書を提出された方　②給与
所得のみの方で、勤務先から本市へ給与支払報告書の提出
がある方　③公的年金等に係る所得のみの方で、控除の追
加が必要でない方　④市・県民税が非課税となる方（ただ
し、課税証明書等を発行する予定のある方は申告が必要。）

申告が必要ない人もいる？

●給与所得控除の見直し（上限額の引き下げ）
　給与所得控除の見直しがされ、給与所得控除の上限が適用される給与収入を平成 29 年分以降は 1,000 万円（控除額 220 万円）
に引き下げることとされました。住民税については、平成 30 年度以後に適用となります。

国税庁ＨＰ「確定申告書等作成コーナー（http://www.
nta.go.jp）」が便利です。プリンタで印刷して、郵送で
提出できます。

申告書の作成を自宅で！

平成 29 年分の確定申告から、領収書の提出の代わりに
“医療費控除の明細書” の添付が必要となりました。
※領収書は自宅で 5 年間保存する必要があります。

医療費控除の改正

和歌山税務署 ２階会議室
税務署は移転しました　●新所在地／二番丁３
和歌山地方合同庁舎の１・２階が和歌山税務署です。
※合同庁舎につき他官庁との共用の駐車場のため、常時混雑
が予想されます。できるだけ公共交通機関をご利用ください。

２月 16 日金から開設
申告相談の受付は 16 時まで

申告会場

▶

※混雑状況により、早めに相談受付を終了する場合があります。

岡
おかざき

崎  蓮
れ ん

道ちゃん
H28.７.31生（紀三井寺）

井
いのうえ

上  鈴
す ず

々ちゃん
H28.11.28生（大垣内）

わかっこ
すくすく育ってね　和歌山市のこどもたち

３歳未満のお子さん写真大募集！
❶名前（ふりがな） ❷生年月日 ❸住所 ❹電話番号 ❺メール
アドレスを記載のうえ、メールでご応募ください。抽選で
掲載します。市 HP のトップにもランダムに表示します。
※写真データは１MB以上。プリント写真の郵送も可。

あて先▶広報広聴課  koho@city.wakayama.lg.jp

　適切な健康管理の下で医療用薬品からの代替を進めるため、
健康の維持増進や疾病の予防への取組として一定の取組を
行っている個人が、所得控除できる特例が創設されました。

●「スイッチ OTC 薬控除」（医療費控除の特例）の創設

●医療費控除・医療費控除の特例（セルフメディケーション税制）の申告時における「明細書」の添付義務化

従来の医療費控除 スイッチ OTC 薬控除（医療費控除の特例）

控除額
（その年に支払った医療費の総額－保険金等で補填される
金額）－（10 万円または総所得金額等の合計額の 5％の
いずれか少ない額）

（その年に支払ったスイッチ OTC 薬の総額－保険金等で
補填される金額）－ 1 万 2 千円

控除限度額 200 万円 ８万 8,000 円

　医療費控除・医療費控除の特例（セルフメディケーション税制）のいずれか適用を受ける方は、領収書の提出の代わりに「医
療費控除の明細書」、「セルフメディケーション税制の明細書」を申告書提出の際に添付しなければならないこととされました。

スイッチ OTC 薬とは？
医師の処方が必要だった医療用医薬品から転用された、薬局などで購入で

きる市販の医薬品です。かぜ薬や胃腸薬など約 1,500 種類が厚生労働省

HP（セルフメディケーション税制対象医薬品目一覧）に掲載されています。

▶適用　本人・本人と生計を一にする親族にかかる「スイッチ OTC 医薬品」の購入費用を１年間に１万 2,000 円を超えて支払っ
　　　　た場合
▶期間　平成 29 年１月１日～ 33 年 12 月 31 日（平成 29 年分の所得税、平成 30 年度の個人住民税から 5 年間）

▶適用　所得税は平成 29 年分の確定申告、住民税は平成 30 年度の個人住民税申告
　【経過措置】所得税は平成 29 年～ 31 年分、個人住民税は平成 30 年度～ 32 年度分は、医療費等の領収書の添付・提示で申告可能。

医療費通知※の活用

　医療保険者から交付を受けた医療費通知（原本）を添付すると医療費控除の明細書の記入を省略できます。（セルフメディケー
ション税制除く）
　明細書の記入内容の確認のため、医療費等の領収書は確定申告期限等から 5 年間保存する必要があります。

※健康保険組合等が発行する「医療費のおしらせ」など。被保険者の氏名、医療を受けた年月、医療を受けた人の氏名、病院・薬局な
　どの名称、医療費の自己負担額、保険者の名称の記載があることが条件。

【注意】①この特例を受ける場合は、従来の医療費控除を受けることができません。いずれか一方のみ。②所得税の確定申告または、個人住民税の申告が

必要。（所得税の確定申告された方は、個人住民税の申告は不要です。） ③平成 29 年 1 月 1 日以降に購入するスイッチ OTC 医薬品が対象。④申告の際

には医薬品名、金額、当該医薬品がセルフメディケーション税制対象品である旨 、販売店名、購入日が明記されたレシートや領収書、また一定の取組を

行ったことを明らかにする書類（インフルエンザ予防接種の領収書・会社で受けた定期健康診断の結果通知表など）が必要。⑤検診等・予防接種の費用

は控除対象外。

適用要件である健康の維持増進や疾病の予防への取組（一定の取組）
次の①～⑤のいずれか１つに該当する検診等・予防接種（医師の関与があるもの）を受けていることが要件。
①特定健康診査（メタボ検診）②予防接種　③定期健康診断（事業主診断）④健康診査（医療保険者が行う人間ドックなど）⑤がん検診

西
にしぐち

口  彩
い ろ は

羽ちゃん
H29. １. ２生（有本）

マイナンバーカードをお持ちの方は、
e-Tax を利用して自宅からネットで申
告できます。マイナンバーカードの申請
は、市民課へお問い合わせください。
※カードの申請から交付まで約１か月
かかります。

マイナンバーカードで電子申告

問市民課 ☎ 435-1027

自宅で申告できて      
とても便利！
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My Town Topics

まちの話題
Living  Information

●● 和歌山市役所  ☎ 073-432-0001（代表）   〒640-8511 和歌山市七番丁23  ●● ●● 市 HP のトップから関連ページを検索できます。①記事記載の ID を入力 ②表示ボタンをクリック  ●●

特に記載がない場合、

◦参加費は無料　◦申込不要
◦申込や問合せの受付は、土日祝
　を除く８時 30分～ 17時 15分

※市役所所在地は各ページ欄外に
記載しています。

- Living Information -

らしの情 

お
し
ら
せ

広報番組のおしらせ

　　テレビ和歌山５ch
わがまち和歌山 プラス！
　　２月 25 日 日 ８時 30 分～

【再】２月 25 日 日 18 時 15 分～

　　和歌山放送
AM1431kHz ／ FM94.2MHz
ゲンキ和歌山市（５分）

　　月曜～金曜　７時 25 分～

保険料の納期限

 2 月 28 日 水　
国民健康保険料（９期）
問 国保年金課 ☎435-1214

介護保険料（９期）
問 介護保険課 ☎435-1334

後期高齢者医療保険料（８期）
問 保険総務課 ☎435-1062

市
税
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？

　

平
成
29
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
、
市
県
民
税
、
軽
自
動
車
税
を

納
め
て
い
な
い
方
は
、
金
融
機
関
か
納

税
課
窓
口
（
市
役
所
２
階
）
で
至
急
お

納
め
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
＝
納
税
課
☎
４
３
５
・
１
０

３
８

中
央
終
末
処
理
場
屋
上
ス
ポ
ー
ツ
広
場

　

条
例
改
正
に
よ
り
、
対
象
期
間
に
限

り
９
時
～
19
時
ま
で
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

※
そ
の
他
の
期
間
は
９
時
～
17
時
ま
で

▼
期
間
＝
５
月
～
８
月

※
５
月
分
の
受
付
は
３
月
１
日

（木）
か
ら

▼
費
用
＝
１
単
位
（
２
時
間
）

3080
円

▼
問
合
先
＝
中
央
終
末
処
理
場
☎
４
４

７
・
３
３
３
１

架
空
請
求
は
が
き
に
ご
注
意
！

　
「
法
務
省
管
轄
支
局
民
事
訴
訟
告
知

管
理
セ
ン
タ
ー
」
を
名
乗
り
、「
消
費

料
金
未
納
・
法
的
手
続
に
移
行
」と
い
っ

た
内
容
の
は
が
き
が
届
い
た
と
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
名
称
の

組
織
は
存
在
し
な
い
た

め
、
こ
れ
ら
は
詐
欺
の

手
口
で
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
も
し
、
こ
の

よ
う
な
は
が
き
が
届
い

た
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
先
＝
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
☎
４
３
５
・
１
１
８
８

日
常
生
活
用
具（
ス
ト
ー
マ
・
紙
お

む
つ
）の
給
付
申
請

　

希
望
月
の
「
２
か
月
前
」
か
ら
申
請

が
可
能
で
す
。
※
平
成
30
年
４
月
分
は

２
月
か
ら
障
害
者
支
援
課
（
東
庁
舎
１

階
）
で
申
請
可
能

▼
問
合
先
＝
障
害
者
支
援
課
☎
４
３

５
・
１
０
６
０

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
ご
検
討

く
だ
さ
い（
後
期
高
齢
者
医
療
）

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
替
え

の
参
考
と
し
て
、
平
成
29
年
８
月
末
・

11
月
末
に
自
己
負
担
額
が
200
円
以
上
軽

減
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
方
に
お
知
ら

せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先
＝
後
発
医
薬
品
利
用
差
額
通

知
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
・
５

３
・
０
０
０
６
、
和
歌
山
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
☎
０
７
３
・
４
２
８
・

６
６
８
８

入
札
参
加
資
格
の
追
加
申
請

　

平
成
30
年
６
月
１
日
～
平
成
31
年
９

月
30
日
に
市
が
発
注
す
る
物
品
調
達
・

業
務
委
託
関
係
の
競
争
入
札
等
に
参
加

希
望
の
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
＝
５
月
15
日

（火）
ま
で
に
調
達
課

（
市
役
所
５
階
）
へ

▼
問
合
先
＝
調
達
課
☎
４
３
５
・
１
０

３
３　

※
申
請
書
は
同
課
で
配
布
・
市

Ｈ
Ｐ
（
ID
：
１
０
１
２
６
６
１
）。
登
録

済
み
の
方
は
申
請
不
要
。

和
歌
山
市
企
業
立
地
促
進
奨
励
金

　

平
成
29
年
12
月
に
株
式
会
社
西
川
製

作
所
・
Ｍ
Ｓ
Ｂ
株
式
会
社
の
２
社
を
、

平
成
30
年
１
月
に
高
砂
建
材
工
業
株
式

会
社
を
交
付
対
象
企
業
に
指
定
し
ま
し

た
。
平
成
29
年
度
、
計
11
件
の
指
定
と

な
り
ま
す
。

▼
問
合
先
＝
産
業
政
策
課
☎
４
３
５
・

１
０
４
０

春
の
火
災
予
防
運
動

●
ス
タ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▼
日
時
＝
２
月
25
日

（日） 

10
時
～
12
時

▼
場
所
＝
イ
ズ
ミ
ヤ
ス
ー
パ
ー
セ
ン

タ
ー
紀
伊
川
辺
店

▼
内
容
＝
消
防
音
楽
隊
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
・
防
火
衣
着
装
体
験
・
消
防
車
両
展

示
な
ど

▼
問
合
先
＝
予
防
課
☎
４
２
７
・
０
１

１
９

宝
く
じ
の
助
成
金
で
備
品
購
入

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
Ｄ-

１
級

軽
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
一
式
を
城
北
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
に
整
備

し
ま
し
た
。

▼
問
合
先
＝
予
防
課

☎
４
２
７
・
０
１
１

９

空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
た
ば
こ
の

吸
殻
等
の
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

「一生に一度のシャッターチャンス」。新成人の皆さんおめでとうございます。

決意新たに　大人への一歩
はたちのつどい（成人式） 　 　　  　　　　　　１/ ７日

　和歌山県民文化会館ではたちのつどいが行われ、新成人
たちは振袖やスーツに身を包み、同級生や恩師との再会を
楽しんでいました。式典に出席した大学２年生の北

き た は ら

原瞳
ひとみ

さ
んは、｢看護師になるのが将来の夢。患者さんが安心して
生活できるような看護をしたい｣ と抱負を語ってくれまし
た。和歌山市では今年 3,543 人が新成人になります。

芽依ちゃんは生き物の飼い方の福袋を選択。「本は苦手だけど、これは面白そう」。

どんな本かな？中身はお楽しみ
市民図書館で本の福袋の貸し出し開始　　  　　１/ ４木

　袋に貼られたコメントをヒントに福袋形式で本を貸し出
す「本の福袋」は今年で６回目。対象年齢ごとにおすすめ
の本が２～３冊入っています。お母さんと妹・芽

め い

依ちゃん
と来館した中

な か い

井日
ひ な

菜ちゃん（写真中央）は、月に５冊ほど本
を読む読書家。「耳をすませて」の福袋を選び、「どんな本
が入っているか想像できないから楽しみ」と話しました。

バスで巡る和歌山市の施設の数々
施設見学会（個人参加）　 　　　　　 　　　　 １/12 金

　市政への理解と関心を高めるため、市の施設をバスで巡
る見学会。今回は市議会議場や防災学習センター等を見学
しました。わかやま歴史館では、学芸員の解説を聞きなが
ら和歌山城や和歌山市の偉人ゆかりの展示品を見て回り、
参加者の平

ひ ら さ こ

硲昭
あ き

夫
お

さんは「話も興味深く、内容がスッと入っ
てきました」と話しました。  ※開催時は市報でおしらせします

天守閣再建 60 周年を迎える和歌山城の構造について、説明を受ける参加者。

防火防災の決意込め
消防出初式      　　　　  １/14 日

　和歌山城内で消防出初式が行われました。消防団や婦
人防火クラブの分列行進等の式典の後は、ポンプ車など、
18 台の消防車両による放水演技。今回は救助訓練も同時
に実施しました。堀に張られた赤いロープを救助隊員が渡
り、放水演技では白鳥をイメージした「スワン放水」など
を披露。集まった観客からは大きな歓声が起こりました。

放水演技と救助訓練の融合が今回が初めて。

窓口業務を一部延長しています

毎週木曜日は、市役所１～２階、東
庁舎１～２階の一部の窓口業務を 19
時まで延長して行っています。延長
している窓口業務については各課へ
お問い合わせください。

窓口・問合先
問 市民課 ☎435-1027

問 国保年金課（国民年金）
　 ☎435-1055

問 国保年金課（国民健康保険）
　 ☎435-1057

問 市民税課（軽自動車税等）
　 ☎435-1035

問 市民税課（個人市民税）
　 ☎435-1036

問 資産税課 ☎435-1037

問 納税課 ☎435-1038

問 障害者支援課 ☎435-1060

問 こども家庭課 ☎435-1219
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水
道
局
非
常
勤
職
員
採
用
試
験

▼
職
務
内
容
＝
水
道
用
資
材
の
出
納
保

管
業
務
・
整
理
・
在
庫
数
量
確
認
な
ど

▼
採
用
人
数
＝
１
人
　
▼
対
象
＝
水
道

用
資
材
の
名
称
・
形
状
・
用
途
を
理
解

し
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
・
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の
基
本

操
作
が
行
え
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転

技
能
講
習
修
了
証
を
有
す
る
方

▼
申
込
＝
２
月
13
日

（火）
〈
消
印
有
効
〉

ま
で
に
郵
送
・
持
参
で
申
込
書
を
提
出

▼
申
込
・
問
合
先
＝
水
道
総
務
課
（
市

役
所
13
階
）
☎
４
３
５
・
１
１
２
４　

※
受
験
案
内
は
２
月
１
日

（木）
～
同
課
で

配
布
・
市
Ｈ
Ｐ（
ID
：
１
０
１
４
２
３
９
）

桜
の
苗
木
を
配
布
し
ま
す

　

平
成
28
年
、
外
務
省
か
ら
和
歌
山
市

へ
桜
の
苗
木
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

苗
木
は
、
外
務
省
内
に
建
つ
陸
奥
宗
光

伯
の
銅
像
の
周
囲
に
咲
く
桜（
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
）の
も
の
で
す
。
苗
木
が
育
ち
、

植
え
付
け
に
適
し
た
時
期
と
な
っ
た
た

め
、
希
望
者
へ
配
布
し
ま
す
。

▼
配
布
日
＝
３
月
21
日

（水）

▼
場
所
＝
岡
公
園
内
陸
奥
宗
光
伯
銅
像

付
近　

▼
申
込
＝
２
月
１
日

（木）
～
28
日

（水）
〈
必
着
〉
ま
で
に
申
込
書
を
郵
送
か

持
参　

▼
申
込
・
問
合
先
＝
文
化
振
興

課
（
市
役
所
10
階
）
☎
４
３
５
・
１
１

９
４　

※
申
込
書
は
同
課
で
配
布
・
市

Ｈ
Ｐ
（
ID
：
１
０
１
８
５
５
５
）

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

①
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
（
案
）

②
和
歌
山
市
地
域
保
健
医
療
計
画（
案
）

▼
募
集
期
間
＝
２
月
１
日

（木）
～
３
月
２

日
（金）　

▼
閲
覧
場
所
＝
市
役
所
１
階
資

料
コ
ー
ナ
ー
、
担
当
課
窓
口
、
市
Ｈ

Ｐ
（
ID
：
①
１
０
１
４
２
５
３
、
②

１
０
１
８
５
０
１
）
▼
提
出
方
法
＝

郵
送
・
℻
・
メ
ー
ル・
持
参　

※
住
所・

氏
名・
電
話
番
号・
意
見
を
記
入　

▼
提

出
・
問
合
先
＝
〒
６
４
０
・
８
１
３
７ 

吹
上
５
・
２
・
15　

①
生
活
保
健
課
☎

４
８
８
・
５
１
１
１
、
℻
４
３
１
・
９

９
８
０
、
✉seikatsuhoken@

city.
w

akayam
a.lg.jp　

②
総
務
企
画

課
☎
４
８
８
・
５

１
０
８
、
℻
４
３

１
・
９
９
８
０
、
✉

soum
ukikaku@

city.w
akayam

a.
lg.jp国

際
博
覧
会
を
大
阪
・
関
西
へ

　

２
０
２
５
日
本
万
国
博
覧
会
誘
致
委

員
会
で
は
、
誘
致
に
賛
同
い
た
だ
け
る

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
＝
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

▼
申
込
・
問
合
先
＝
２
０
２
５
日
本

万
国
博
覧
会
誘
致
委
員
会
事
務
局

☎
０
６
・
６
９
４
４
・
６
５
７
３
、

http://w
w

w
.expo2025-osaka-

japan.jp/

和
歌
山
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

新
規
ク
ラ
ブ
員

　

創
作
を
楽
し
み
な
が
ら
豊
か
な
発
想

力
、
工
夫
力
、
創
造
力
を
育
成
し
ま
す
。

▼
活
動
日
時
＝
５
月
～
平
成
31
年
３
月

の
毎
月
第
２
・
４
土
曜　

A
９
時
30
分

～
12
時　

B 

13
時
30
分
～
16
時

▼
対
象
＝
A
新
小
学
３
・
４
年
生
、
B

新
小
学
５
年
生
～
中
学
３
年
生

▼
定
員
＝
各
32
人
（
抽
選
）

▼
費
用
＝
年

3000
円

▼
申
込
＝
3
月
11
日

（日）
ま
で
に
こ
ど
も

科
学
館
窓
口
で

▼
場
所
・
申
込
・
問
合
先
＝
こ
ど
も
科
学

館
☎
４
３
２
・
０
０
０
２

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

　

平
成
30
年
度
第
１
学
期（
４
月
）の
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・

自
然
科
学
な
ど
、
約
300
の
幅
広
い
授
業

科
目
が
あ
り
、
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生

の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
出
願
期
間
＝
【
第
１
回
】
２
月
28
日

（水）
ま
で
【
第
２
回
】
３
月
1
日

（木）
～
３

月
20
日

（火）
〈
い
ず
れ
も
必
着
〉

▼
資
料
請
求
・
問
合
先
＝
放
送
大
学
和

歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー
☎
４
３
１
・
０
３

６
０
、http://w

w
w

.ouj.ac.jp/

 
募
　
集

平
成
30
年
度
後
期（
10
月
～
３
月
）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
使
用
申
込
み

　

市
役
所
１
階
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

絵
画
・
写
真
・
書
道
・
陶
芸
・
彫
刻
等

の
文
化
作
品
を
展
示
し
ま
せ
ん
か
。

▼
受
付
期
間
＝
３
月
１
日

（木）
～
９
日

（金）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
申
込
・
問
合
先
＝
文
化
振
興
課
（
市

役
所
10
階
）
☎
４
３
５
・
１
１
９
４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
広
告
チ

ラ
シ
設
置
申
込
み

▼
設
置
場
所
＝
東
部
・
河
南
・
河
北
・

河
西
・
中
央
・
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
専
用
ラ
ッ
ク
（
各
セ
ン
タ
ー
10

枠
ず
つ
）
▼
設
置
期
間
＝
４
月
１
日

（日）

～
平
成
31
年
３
月
31
日

（日）

▼
申
込
・
問
合
先
＝
生
涯
学
習
課
☎
４

３
５
・
１
１
３
８
、
市
Ｈ
Ｐ
（
ID
：
１

０
１
８
５
０
７
）

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度

　

雑
誌
カ
バ
ー
・
雑
誌
架
に
広
告
を
掲

載
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
市
内
に
事
業
所
を
有
し
て
い

る
か
事
業
活
動
を
し
て
い
る
企
業
・
商

工
業
者
・
団
体

▼
対
象
雑
誌
＝
市
民
図
書
館
が
作
成
し

た
「
雑
誌
リ
ス
ト
」
か
ら
選
定

▼
掲
載
期
間
＝
４
月
１
日

（日）
～
平
成
31

年
３
月
31
日

（日）

▼
申
請
書
類
配
布
・
問
合
先
＝
市
民
図

書
館
☎
４
３
２
・
０
０
１
０

広告主を募集します　●募集期間／２月７日水まで

印刷物の種類 回数 配布部数 広告面積 問合先

１「和歌山市納税通知書」
　封筒裏面 １回（５・６月頃発送分） 約331,000通 5.5cm×９cm

市民税課
☎ 435-1035

２「乳幼児健康診査の
　お知らせ」封筒裏面

12回（４月～平成31年
３月発送分） 約1,000通／回 10cm×17cm

地域保健課
☎ 488-5120

 

催
　
し

和
歌
山
市
職
員
採
用
説
明
会

▼
日
時
＝
３
月
３
日

（土） 

14
時
～

▼
場
所
＝
市
役
所
14
階
大
会
議
室

▼
対
象
＝
受
験
希
望
者
や
そ
の
家
族
・

学
校
関
係
者
な
ど

▼
内
容
＝
職
員
の
体
験
談
・
勤
務
条
件
・

採
用
試
験
の
概
要
・
質
問
コ
ー
ナ
ー　

※
手
話
通
訳
は
２
月
13
日

（火）
ま
で
に
要

連
絡

▼
問
合
先
＝
人
事
委
員
会
事
務
局
☎
４

３
５
・
１
３
７
１
、
℻
４
３
５
・
１
３

７
２
、
市
Ｈ
Ｐ
（
ID
：
１
０
０
２
９
７

０
）　

消
防
音
楽
隊
わ
か
ち
か
コ
ン
サ
ー
ト

　

新
生
消
防
音
楽
隊
発
足
５
周
年
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
11
日

（日） 

15
時
～
16
時　

▼
場
所
＝
わ
か
ち
か

広
場　

▼
問
合
先
＝

消
防
総
務
課
☎
４
２

６
・
０
１
１
９

水
辺
交
流
会 

in 

和
歌
山

▼
日
時
＝
２
月
17
日

（土） 

14
時
～
17
時

▼
場
所
＝
フ
ォ
ル
テ
ワ
ジ
マ
４
階

▼
定
員
＝
150
人　

▼
申
込
＝
２
月
16
日

（金）
ま
で
に
メ
ー
ル
で　

▼
申
込
・
問
合

先
＝
水
辺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
✉area@

kishum
achi.com

２
０
１
８

和
歌
山
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
日
時
＝
３
月
24
日

（土） 

12
時
50
分
～

15
時
30
分

▼
場
所
＝
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▼
定
員
＝
先
着
600
人

※
定
員
に
達
し
次
第
、入
場
制
限
あ
り
。

▼
内
容
＝
①
劇
団
Ｑ
に
よ
る
人
権
劇

「
み
ん
な
で
パ
ー
ト
ナ
ー
！
」
②
和
歌

山
グ
ル
ー
プ
声
に
よ
る
絵
本
の
朗
読

「
ふ
し
ぎ
な
と
も
だ
ち
」
③
大お

お
し
ま島

花は
な
こ子

氏
に
よ
る
講
演
「
う
つ
く
し
い
、
命
」

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

▼
問
合
先
＝
人
権
同
和
施
策
課
☎
４
３

５
・
１
０
５
８

第
37
回

Ｅ
Ｓ
Ｔ
創
発
セ
ミ
ナ
ー 

in 

和
歌
山

▼
日
時
＝
２
月
17
日

（土） 

13
時
30
分
～
16

時
45
分　

▼
場
所
＝
男
女
共
生
推
進
セ

ン
タ
ー
（
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
６
階
）

▼
内
容
＝
土ど

い井
勉つ

と
む

氏
（
大
阪
大
学
Ｃ

Ｏ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
）
に

よ
る
基
調
講
演
「
連
携
・
協
働
に
よ
る

環
境
に
や
さ
し
い
交
通
ま
ち
づ
く
り
」・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

▼
定
員
＝
150
人

▼
申
込
＝
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
トhttp://

w
w

w
.estfukyu.jp/

で

▼
問
合
先
＝
環
境
的
に
持
続
可
能
な
交

通
（
Ｅ
Ｓ
Ｔ
）
普
及
推
進
委
員
会
事
務
局

☎
０
３
・
３
２
２
１
・
７
６
３
６
、
和
歌

山
運
輸
支
局
☎
４
２
２
・
２
１
３
０
、
交

通
政
策
課
☎
４
３
５
・
１
０
１
６

第
25
回
ふ
れ
愛
作
品
展

▼
日
時
＝
３
月
１
日

（木）
～
３
月
４
日

（日）

▼
場
所
＝
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
４
階
大
会

議
室　

▼
出
品
内
容
＝
ふ
れ
愛
事
業

（
障
害
者
い
き
い
き
事
業
）
各
教
室
の

生
徒
が
作
成
し
た
絵
画
・
ア
ー
ト
フ
ラ

ワ
ー
・
陶
芸
・
書
道
・
華
道
・
編
物
・

着
物
着
付
け
・
作
業
療
法
な
ど　

▼
問

合
先
＝
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
☎
４
３
３
・

８
８
６
６
、
℻
４
３
３
・
８
８
６
８

若
者
出
会
い
・
結
婚
応
援
事
業

プ
ロ
の
シ
ェ
フ
か
ら
学
べ
る
！

お
料
理 

de 

縁
結
び
パ
ー
テ
ィ

　

元
有
名
ホ
テ
ル
料
理
長
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
の
美
味
し
い
料
理
が
学
べ
、
素
敵
な

出
会
い
も
あ
る
料
理
教
室
型
交
流
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
料
理
が
苦
手
な
方
で
も
気

軽
に
楽
し
め
ま
す
。
※
本
イ
ベ
ン
ト
内

で
は
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
行
い
ま
せ
ん

▼
日
時
＝
２
月
18
日

（日） 

13
時
30
分
～

16
時
30
分
（
受
付
13
時
～
）

▼
場
所
＝
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
調
理
室

▼
対
象
＝
27
歳
～
37
歳
の
独
身
男
性
・

24
歳
～
35
歳
の
独
身
女
性　

▼
定
員
＝

各
15
人（
抽
選
）

▼
費
用
＝

3000
円
（
食
事
・
ド
リ
ン
ク
付
）

▼
申
込
・
問
合
先
＝
泉
州
広
告
株
式
会

社
和
歌
山
市
結
婚
応

援
事
業
係
☎
０
８
０
・

５
３
４
３
・
９
０
４

２

各
種
無
料
相
談
会

●
許
認
可
・
相
続
・
遺
言
の
相
談

▼
日
時
＝
毎
月
第
２
水
曜
13
時
～
16
時

●
女
性
の
た
め
の
相
談

▼
日
時
＝
毎
月
第
３
月
曜
13
時
～
16
時

●
い
ず
れ
も

▼
場
所
・
予
約
・
問
合
先
＝
和
歌
山
県
行

政
書
士
会
（
九
番
丁
１　

中
谷
ビ
ル
２

階
）
☎
４
３
２
・
９
７
７
５　

※
要
予

約●
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間

▼
日
時
＝
２
月
１
日

（木）
～
28
日

（水） 

10

時
～
16
時

▼
場
所
＝
和
歌
山
県
司
法
書
士
会
館

（
要
予
約
）・
県
下
各
司
法
書
士
事
務
所

▼
問
合
先
＝
和
歌

山
県
司
法
書
会
☎

４
２
２
・
０
５
６

８生
活
困
窮
者
の
自
立
相
談

　

平
成
27
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、
生
活
全

般
に
わ
た
る
困
り
ご
と
の
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
や
仕
事
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え

て
い
る
方
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
自
立
に
向
け
た
取
組
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先
＝
生
活
支
援
課
☎
４
３
５
・

１
２
０
５

う
つ
病
夜
間
相
談

　
「
眠
れ
な
い
」「
気
分
が
う
っ
と
う
し

い
」「
や
る
気
が
で
な
い
」「
今
ま
で
の

趣
味
や
楽
し
み
に
興
味
が
わ
か
な
く

な
っ
た
」
な
ど
の
状
態
が
続
い
て
い
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。精
神
科
医
師
、

精
神
保
健
福
祉
相
談
員
等
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
予
約
制
で
夜
間
相
談
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
日
中
は
家
事
や
仕
事
で

な
か
な
か
相
談
に
行
け
な
い
と
い
う
方

も
ぜ
ひ
お
こ
し
下
さ
い
。

▼
日
時
＝
２
月
14
日

（水） 

18
時
～
（
予

約
制
）　

▼
予
約
＝
電
話
で

▼
予
約
・
問
合
先
＝
保
健
対
策
課
こ
こ

ろ
の
健
康
対
策
班
☎
４
８
８
・
５
１
１
７

認
知
症
に
関
す
る
相
談

　
「
認
知
症
」
に
つ
い
て
医
師
に
よ
る
相

談
が
受
け
ら
れ
ま
す
（
要
予
約
）。

　

気
に
な
る
こ
と
や
心
配
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
相
談
日
以
外
で
も
お
近
く
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

 

相
　
談

地域包括支援センター 相談日

西脇 /☎456-1212 ２/22 木

松江 /☎488-8782 ２/16 金

川永 / ☎464-2468 ２/６ 火

東山東 / ☎466-3344 ２/21 水

名草 / ☎ 444-3142 ２/22 木

宮前 / ☎ 474-5535 ２/１ 木

高松 / ☎ 435-0312 ２/22 木

城北 / ☎ 488-5518 ２/６ 火

広告欄
（
裏
面
）

広告欄

（裏面）

税務部欄
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健
　
康

栄
養
教
室（
講
話
・
調
理
実
習
）

●
野
菜
た
っ
ぷ
り
ご
は
ん

▼
日
時
＝
３
月
９
日

（金） 

13
時
30
分
～

15
時
30
分

▼
定
員
＝
25
人
（
抽
選
）
※
初
め
て
の

方
優
先

▼
申
込
＝
３
月
１
日

（木）
ま
で
に
電
話
で

▼
場
所
・
申
込
・
問
合
先
＝
西
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
４
５
５
・
４
１
８
１

●
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ン
グ

▼
日
時
＝
３
月
22
日

（木） 

13
時
30
分
～

15
時
30
分

▼
定
員
＝
25
人
（
抽
選
）

▼
申
込
＝
３
月
15
日

（木）
ま
で
に
電
話
で

▼
場
所
・
申
込
・
問
合
先
＝
中
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
４
８
８
・
５
１
２
２　

※
三
角

巾
・
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
（
手
拭
用
）・

筆
記
用
具
を
持
参

家
族
介
護
教
室

▼
日
時
＝
２
月
13
日

（火） 

14
時
～
15
時

30
分

▼
内
容
＝
①
21
世
紀
の
理
想
的
な
食
形

態
～
ソ
フ
ト
食
っ
て
何
？　

②
嚥
下
体

操
に
つ
い
て

▼
対
象
＝
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
・
支
援
し
て
い
る
地
域
の
援
助
者

▼
申
込
＝
２
月
12
日

（月）
ま
で
に
電
話
で

▼
場
所
・
申
込
・
問
合
先
＝
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
雑
賀
☎
４
４
５
・
１
７
０

０

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
イ
ベ
ン
ト

～
女
性
の
健
康
応
援
セ
ミ
ナ
ー
～

▼
日
時
＝
３
月
３
日

（土） 

13
時
30
分
～

16
時　

▼
場
所
＝
保
健
所

▼
対
象
・
定
員
＝
両
日
参
加
可
能
な
方
、

50
人
（
抽
選
）

▼
内
容
＝
①
実
践
「
心
と
身
体
を
リ

ラ
ッ
ク
ス
！
簡
単
骨
盤
ヨ
ガ
」（
講
師
：

峪さ
こ

紀の
り
こ子

氏
）
②
講
演
「
正
し
く
知
ろ
う 

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
～
あ
な
た
と
あ

な
た
の
大
切
な
人
の
た
め
に
～
」（
講

師
：
中な

か
や
ま山

崇た
か
し

氏
）
▼
申
込
＝
２
月
23

日
（金）
ま
で
に
電
話
・
は
が
き
で　

※
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

▼
申
込
・
問
合
先
＝
〒
６
４
０
・
８
１

３
７ 

吹
上
５
・
２
・
15 

地
域
保
健
課

☎
４
８
８
・
５
１
２
１

予
防
接
種
の
期
限
が
迫
っ
て
ま
す

●
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌

▼
費
用
＝

3000
円
（
対
象
者
で
生
活
保
護

世
帯
は
無
料
）
対
象
者
に
は
６
月
末
に

予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
予
診
票
・
本
人
確
認
書
類
を
持
参

●
乳
幼
児
期
の
麻
し
ん
風
し
ん
２
期

▼
対
象
＝
平
成
23
年
４
月
２
日
～
平
成

24
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
予
診
票
・
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

い
ず
れ
も

▼
接
種
方
法
＝
市
内
実
施
医
療
機
関
に

予
約
の
う
え
受
診　

▼
期
限
＝
３
月
31

日
（土）
ま
で　

▼
問
合
先
＝
保
健
対
策
課

☎
４
８
８
・
５
１
１
８

中保健センター ☎ 488-5122　
南保健センター ☎ 499-5566
西保健センター ☎ 455-4181　
北保健センター ☎ 464-5051

 子育て

赤ちゃんの交流会やふれあい遊び
赤ちゃん広場　●日時／①３月 28 日水 ② 12 日月 各日 13 時 30 分～
15 時 30 分　●対象／生後２～５か月児と保育者　●申込／①３月 20
日火までに　②３月５日月までに　●場所・申込・問合先／①西保健
センター ②南保健センター
さんさん広場　●日時／３月 13 日火 10 時～ 11 時 30 分　●対象／
０歳児と保育者　●定員／先着 25 組　●申込／２月 13 日火から電
話で　●場所・申込・問合先／北保健センター
ほっと広場　●日時／３月 16 日金 10 時～ 11 時 30 分　●対象／１
歳未満児と保育者　●定員／ 25 組（抽選）　●申込／３月９日金まで
に電話で　●場所・申込・問合先／中保健センター

離乳食講習会
●日時／３月８日木 10 時 30 分～ 11 時 45 分　●定員／先着 20 組
●申込／２月 13 日火～電話で　●場所・申込・問合先／北保健セン
ター

マタニティサークル
●日時／①３月 14 日水・28 日水 ②５日月・12 日月 各日 13 時 30
分～ 15 時 30 分　●場所・問合先／①西保健センター ②南保健セン
ター

乳幼児健診　●受付時間／ 13 時～ 14 時 30 分
中保健 西保健 南保健 北保健

４か月児
29 年 11 月生まれ

３/13 火
３/27 火

３/ ８ 木
３/22 木

３/ ６ 火
３/20 火

３/ ９ 金
３/28 水

10 か月児
29 年５月生まれ

３/16 金
３/23 金

３/13 火
３/27 火

３/ ７ 水
３/14 水

３/14 水
３/15 木

１歳６か月児
28 年７月生まれ

３/ １ 木
３/28 水

３/ ６ 火
３/20 火

３/ ９ 金 ３/ ２ 金

３歳児
26 年９月生まれ

３/ ８ 木
３/ ７ 水
３/29 木

３/22 木 ３/ １ 木

２歳６か月児歯科
27 年９月生まれ

歯ブラシ・母子手帳持参

３/14 水 ３/ ２ 金 ３/23 金 ３/13 火

※治療中の方は主治医にご相談ください。

こんにちは赤ちゃん事業
市内すべての生後４か月までの乳児を持つ家庭を保健師、
助産師、看護師、保育士等が訪問し、育児相談や子育て支
援に関する必要な情報提供を行います。（体重測定は実施
しません）市民課、各サービスセンター、一部支所で出生
届出時に提出していただいた「出生連絡票（こんにちは赤
ちゃん事業）」を基に、後日訪問員が電話連絡をしてご自
宅にお伺いします。

●対象／和歌山市に住民票のある生
後４か月までの乳児
※市外で出生届を出した方、出生後
転入の方、出生届出時に「出生連絡
票」を提出されていないかたはご連
絡ください。
●問合先／地域保健課 ☎488-5120

申請をお忘れなく！
1しあわせたく３未来ギフト事業

市長のメッセージカード入りギフトを贈ります。
●対象／子供の出生により３人以上の子の父または母に
なった方　●必要なもの／住民票の写し（世帯状況の閲覧
同意がある方は不要）、新生児の出生確認ができるもの（母
子健康手帳など）、印鑑　●申請期限／対象児出生日から
６か月以内

2育児支援助成事業
対象事業の利用料（自己負担分）の合計額（年額 15,000
円上限）を助成します。
●対象事業／ファミリー・サポート・センター事業、病児・
病後児保育事業、子育て短期支援事業（ショートステイ・
トワイライトステイ）、一時預かり事業（保育所等の利用
に限ります）　●申請期限／平成 30 年３月末まで（平成
30 年３月利用分は４月末まで）

12とも
●申込・問合先／子育て支援課 ☎435-1329

あかちゃんランド
●日時／①２月５日月　②２月 14 日水　③２月 15 日木　各日 10 時
～ 11 時 30 分　●対象／１歳未満児　●持ち物／赤ちゃんを寝かせ
る敷物　※詳細は各地域子育て支援センターまで

場所 地域子育て支援センター
① 河南コミュニティセンター こうまなかよしランド ☎ 477-2310
② 河北コミュニティセンター さかえ Kids サポート ☎ 455-3336

③

北コミュニティセンター いさお KIDS　 ☎ 464-4320
東部コミュニティセンター しょうぶふれあい広場　 ☎ 466-2556

中央コミュニティセンター さつきランド　 
ようすいランド　　　 

☎ 473-2444
☎ 445-6875

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

が
ん
検
診
を
同
じ
日
に
ま
と
め
て
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
乳
が
ん
検
診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

▼
対
象
＝
40
歳
以
上
で
偶
数
年
齢
の
女

性
（
前
年
度
未
受
診
で
奇
数
年
齢
の
方

も
可
）

▼
定
員
＝
20
人（
抽
選
）

▼
費
用
＝

1500
円
（
70
歳
以
上
は
700
円
）

●
大
腸
が
ん
検
診
（
便
潜
血
検
査
）

▼
対
象
＝
40
歳
以
上
の
方

▼
費
用
＝
500
円（
70
歳
以
上
は
各
250
円
）

い
ず
れ
も

▼
日
時
・
場
所
＝
３
月
10
日

（土）
・
保
健

所
（
受
付
８
時
30
分
～
10
時
30
分
）　

▼
申
込
＝
２
月
23
日

（金）
〈
消
印
有
効
〉

ま
で
に
電
話
・
は
が
き
で

※
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
・
希
望
検
診
名
を
記
入

▼
申
込
・
問
合
先
＝
〒
６
４
０
・
８
１

３
７ 

吹
上
５
・
２
・
15 

地
域
保
健
課

☎
４
８
８
・
５
１
２
１

「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
日
時
＝
①
和
歌
山
駅
前
献
血
ル
ー
ム

（
１
月
１
日
・
金
曜
日
以
外
に
実
施
）

②
市
役
所
本
庁
者
玄
関
前
（
２
月
26
日

（月）
・
３
月
23
日

（金）
）

▼
問
合
先
＝
和
歌
山
県
赤
十
字
血
液
セ

ン
タ
ー
☎
４
９
９
・
７
７
２
４
、
総
務

企
画
課
☎
４
８
８
・
５
１
０
８

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
向

け
サ
ポ
ー
ト
講
座

▼
日
時
＝
２
月
17
日

（土） 

14
時
～
16
時

▼
場
所
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ロ
ン
（
本
町
２
・
１　

フ
ォ
ル
テ
ワ
ジ

マ
６
階
）
▼
定
員
＝
20
人
（
抽
選
）
※

筆
記
用
具
持
参　

▼
講
師
＝
西に

し
む
ら村

善よ
し
み美

氏
（
株
式
会
社
ひ
と
ま
ち
事
業
部
長
）

▼
申
込
＝
２
月
15
日

（木）
ま
で
に
電
話
で

▼
申
込
・
問
合
先
＝
市
民
協
働
推
進
課

☎
４
０
２
・
１
２
１
３

 

講
　
座

男
女
共
生
推
進
セ
ン
タ
ー
講
座

①
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ

イ
ツ
講
座
「
骨
盤
ヨ
ガ
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
！
」

▼
日
時
＝
２
月
23
日

（金） 

10
時
30
分
～

12
時

▼
定
員
＝
女
性
40
人
（
抽
選
）
※
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
か
バ
ス
タ
オ
ル
・
フ
ェ
イ
ス
タ

オ
ル
・
飲
み
物
持
参
。動
き
や
す
い
服
装
。

▼
講
師
＝
土つ

ち
や
ま山

祐ゆ

か加
氏
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
申
込
＝
２
月
14
日

（水）
〈
必
着
〉
ま
で

に
往
復
は
が
き
で　

※
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
講
座
名
・
一
時
保
育
の

有
無（
子
供
の
名
前
・
年
齢
）を
記
入

②
遊
ぼ
う 

歌
お
う 

わ
ら
べ
う
た
！

▼
日
時
＝
２
月
25
日

（日） 

13
時
30
分
～

14
時
30
分

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
講
師
＝
川か

わ
ば
た端

恵け
い

氏
（
劇
団
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

女
優
）

▼
申
込
＝
電
話
・
直
接
男
女
共
生
推
進

課
窓
口
へ

①
②
と
も

▼
場
所
＝
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
・
問
合
先
＝
〒
６
４
０
・
８
２

２
６ 

小
人
町
29 

男
女
共
生
推
進
課

（
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
５
階
）
☎
４
３

２
・
４
７
０
４
（
月
曜
休
み
）

※
一
時
保
育
（
１
歳
～
就
学
前
児
）
あ

り
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
込
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
健
康
診
査

●
健
康
診
査

▼
対
象
＝
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被

保
険
者

●
歯
科
健
康
診
査

▼
対
象
＝
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被

保
険
者
で
75
歳
・
80
歳
・
85
歳
・
90
歳

以
上
の
方
（
平
成
29
年
３
月
末
時
点
）

い
ず
れ
も

▼
受
診
期
限
＝
２
月
28
日

（水）
ま
で　
　

※
対
象
の
方
に
は
受
診
券
を
発
送
し
て

い
ま
す

▼
問
合
先
＝
和

歌
山
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域

連
合
☎
４
２
８
・

６
６
８
８

両親教室　－子育てを分かち合うためにー
●日時／３月４日日 13 時 30 分～ 16 時　●場所／保健
所　●内容／講話・体験コーナー（沐浴・妊婦体験など）
●対象／妊産婦とその家族　●定員／先着 50 組　●申込
／２月 15 日木～ 22 日木に電話で　●申込・問合先／地
域保健課 ☎488-5120　※ペアリラクゼーションに参加
希望の方は申込時にお伝えください。
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●● 暮らしの情報 ●●Living  Information

●● 和歌山市役所  ☎ 073-432-0001（代表）   〒640-8511 和歌山市七番丁23  ●● ●● 市 HP のトップから関連ページを検索できます。①記事記載の ID を入力 ②表示ボタンをクリック  ●●

広告 市財政収入の一部に寄与することを目的とし、一般の広告を掲載しています。 広告主・広告内容は、市が推奨するものではありません。広告 市財政収入の一部に寄与することを目的とし、一般の広告を掲載しています。 広告主・広告内容は、市が推奨するものではありません。

市財政収入の一部に寄与することを目的とし、一般の広告を掲載しています。 市財政収入の一部に寄与することを目的とし、一般の広告を掲載しています。

表紙の撮影中、利用者の方が来所。「時間ができたか
ら鈴木さんに会いに来た」とのこと。お２人が築いた
信頼関係が垣間見えて、ほっこりしました。（坂本）

はたちのつどいを取材。友人たちとの再会に輝く笑
顔をみせる新成人の皆さん。今後もその笑顔を忘れ
ずに。成人、本当におめでとうございます♪（新垣）

消防出初式で披露された救助訓練では、お堀にかけ
られたロープやビルの壁面をすいすいと渡っていく
消防隊員の姿が印象的でした。（大家）

今年は和歌山城天守閣再建60周年。元日の天守閣は、
初日の出を見るために訪れた人たちでいっぱいでし
た。お城が多くの方に愛されていると実感。（山本）

編集後記

男女共生推進センター“みらい”
悩みごとの電話相談 ☎431-5528、図書・会議室などの貸出 ☎432-4704

メディア・リテラシー　

男 女 共 生 コ ラ ム

　メディア・リテラシーとは、テレビや新聞、インターネッ
トなどの媒体（メディア）から発信された情報を読み解き、
活用する能力のことです。最近では、スマートフォンからも
色々な情報が入ってくるなど、私たちは常に洪水のような大
量の情報に、さらされています。
　一部のメディアで、固定的な性別役割分担の意識に基づく
表現や、過剰な性的表現が依然として見受けられます。
　男女共生社会の実現には、メディア・リテラシーの向上は
不可欠です。メディアから日々、情報を得ている私たちは、
情報を正しく見分け、適切に判断し、活用する能力を身につ
けることが大切です。

市民図書館

おはなし会・語りの会・読み聞かせ
▶あかちゃんおはなし会「らっこのじかん」●日時／２月 14
日水① 11 時～ ② 11 時 30 分～　▶幼児おはなし会「こぐまの
じかん」●日時／２月 11 日日・３月 3 日土 各日 14 時 30 分
～　▶語りの会「むかしばなし・わらべうた」●日時／２月 17
日土 14 時 30 分～　▶えいご絵本の読み聞かせ　●日時／３月
4 日日 ① 10 時 30 分～ ② 11 時～

親子で楽しむあそび・教室
▶親子ふれあいリトミック　●日時／２月 18 日日 ① 10 時 15
分～ ② 11 時～　●対象／①首すわり～１歳半児 ②１歳半～３
歳児　●定員／①②各先着 15 組　●申込／２月８日木 10 時～
電話・直接児童室で　※図書館利用券が必要　▶親と子のおり
がみ教室　●日時／２月 24 日土 14 時～　●定員／先着 15 組
※申込必要。おりがみ・はさみ・のり持参。

映画会
▶こどもビデオシアター「くまのアーネストおじさんとセレス
ティーヌ」●日時／２月 10 日土 14 時 30 分～　▶えるシアター 
①「東南角部屋二階の女」②「北極のナヌー」●日時／①２月
12 日月 14 時～ ②２月 25 日日 14 時～

本の修理講座　最初の一歩
●日時／３月25日日 13 時 30 分～（約２時間30分）　●内容／
本の修理をするための最初の一歩を学ぶ講座・本のお話と修理の
ワークショップ　●定員／先着 30 人
●申込／３月１日木 10 時～　電話・
直接窓口で　※筆・ピンセット・カッ
ター・はさみ・定規持参

☎432-0010
休 金曜、２/21 水

おはなし会
▶あかちゃんおはなし会　●日時／２月２日金・６日火・８
日木・24 日土、各日 11 時～　▶幼児おはなし会　●日時／
２月 17 日土 11 時～　▶小学生おはなし会　●日時／２月
10 日土 11 時～

ペープサートや読み聞かせ　
●日時／２月７日水 11 時～

むかしばなし・わらべうた　
●日時／２月 14 日水 10 時 30 分～

えいご絵本の読み聞かせ
●日時／２月 11 日日 ① 10 時 30 分～ ② 11 時 5 分～

市民図書館西分館
☎455-3210
休 月曜（祝日除く）、２/13
火、２/19 月～２/23 金

第 43 回和歌山市交響楽団・市響合唱
団演奏会
●日時／２月 12 日月　14 時～　●費用／

（前売り・当日）大人 1,000 円・学生 500 円

演劇大学公演「わが町」
●日時／①３月 10 日土 18 時 ② 11 日日
14 時～　●費用／各日一般 1,000 円・小
中高生 500 円（当日 200 円増）

市民会館

☎432-1212
休 月曜（祝日除く）、２/13 火

こども科学館

市立博物館

９歳までに身につけたい科学　▶重さ比
べ「ものの重さをくらべるには」●日時／
３月 24 日土 ①９時 40 分～ 10 時 50 分 ②
14 時～ 15 時 10 分　●対象・定員／５歳～
小学３年生（保護者同伴）、各回 20 人（抽選）
●申込／３月１日木～ 10 日土に電話で

実験で発見！教室　▶圧力「さわらない
のに動かせる！」●日時／３月 17 日土 ９
時 40 分～ 11 時 10 分　●対象・定員／小
学３年生～中学３年生（小学４年生以下は
保護者同伴）、先着 16 人 ●申込／３月１
日木９時～電話で

ミニサイエンス　▶「おさるののぼり人
形を作ろう」●日時／毎週日曜 15 時～　
●対象・定員／先着子供 24 人（保護者同伴）

☎432-0002  休３/ ２金まで

2 階の新装改修工事のため、３月 2 日金
まで休館しています。期間内の科学教室

（館内実施分）はこども科学館で行います。

企画展「歴史を語る道具たち」
和歌山で使われていた昔の道具を公開

●期間／３月４日日まで

コーナー展示
▶「発掘物語―城下町の調査―」「絵画にみ
る米づくり」●期間／３月 25 日日まで

体験学習
▶「蓄音機で聴くあのころの音楽」
蓄音機が使われていた時代の音楽を聴きま
す。
●日時／２月 17 日土 13 時 30 分～ 16 時
※時間内に自由参加　●対象／小中学生
▶「どうして遊ぶ？昔の遊び」
だるまおとし・羽子板・お手玉など、むか
しのおもちゃで遊べます。
●日時／２月 24 日土 13 時 30 分～ 16 時
※時間内に自由参加　●対象／小中学生

☎423-0003
休 月曜（祝日除く）

東部コミュニティセンター
☎ 475-0020
1おはなしだいすき！よっといで
２月 10 日土 10 時～
※ 11 時～子供映画上映会

2東部コミセンまつり
２月 24 日土・25 日日 13 時～
24 日▶書道・ちぎり絵体験会　
　　　  お茶会
25 日▶発表会・お茶会

河南コミュニティセンター
☎ 477-6522
1映画会　２月 17 日土
① 10 時～ファミリー部門「鬼の
角」「天までとどけ」② 13 時 30
分～クラシック部門「女猫」（フ
ランス映画）
2たのしい絵本をよむ会　
２月 17 日土 14 時～
3英語でおはなしタイム　
３月３日土 13 時 30 分～

河西コミュニティセンター
☎ 480-1171
おはなしだいすき！よっといで
２月 24 日土 10 時 30 分～

河北コミュニティセンター
☎ 480-3610
絵本・紙芝居おはなしタイム
２月 14 日水 14 時 30 分～
絵本おはなしの会　
２月 28 日水 15 時 30 分～

中央コミュニティセンター
☎ 402-2678
紙芝居とよみかたりの会　
２月 24 日土 10 時 30 分～

北コミュニティセンター 
☎ 464-3031
楽しい音楽会
２月 12 日月 13 時 30 分～
紙芝居・絵本よみかたりの会
２月 25 日日 10 時 30 分～

コミセン情報 文化・体育施設の講座
講座名  ※○は回数 期間 時間 定員 参加費 申込 場所・申込・問合先

春の懐石料理① ３/ ３土 10：00 ～ 14：00 20人 1,800 円 ２/17 土までに電話・
℻・直接窓口へ 河西コミュニティ

センター
☎ 480-1171
℻ 480-1172
休 金曜

暮らしの書道
（ご祝儀袋編）① ３/10 土 110：00～12：30

213：30～16：00 各20人 800 円 ２/22 木までに電話・
℻・直接窓口へ

ブリオッシュ＆さくらもち作り①
（３月のパンづくり） ３/15 木 10：00 ～ 14：00 16人 1,500 円 ２/17 土までに電話・

℻・直接窓口へ

ボディケア・コンディショニ
ング教室④

２/ ７～ 28
の水 18：30 ～ 19：15 20人 1,500 円 ２/ １木～６火に直

接窓口へ
東公園体育館
☎ 474-3331

一般・大学生 100 円、高校生以下無料。
時間／９時～ 17 時（入館は 16 時 30 分
まで）

２月１日木から市民会館駐車場を８時～
23 時まで最大料金 1,000 円で利用でき
ます。※最大料金は入庫した当日に限り
適用され、23 時を超える場合、30 分毎
に 150 円加算となります。
問 文化振興課☎ 435-1194

抽選

先着

抽選

抽選
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広告 市財政収入の一部に寄与することを目的とし、一般の広告を掲載しています。 広告主・広告内容は、市が推奨するものではありません。

市立和歌山高等学校デザイン表現科２年  ▶河津 紗也佳さん　

雪が降り積もっているのと夜の家の
電灯が輝いているのをイメージしま
した。

和歌山市民憲章 （昭和41年11月３日制定）

自然を愛し、きれいなまちをつくりましょう。
互いにたすけあい、希望にみちたまちをつくりましょう。
きめごとを守り、人に迷惑をかけない市民になりましょう。
仕事に誇りをもち、たくましい市民になりましょう。
教養を高め、視野の広い市民になりましょう。

今月の題字、私が制作しました

広告掲載の申込や内容に関する問い合わせは㈱ホープ和歌山営業所（☎ 050-5838-2344）へ

市財政収入の一部に寄与することを目的とし、一般の広告を掲載しています。

平成29年度 観光キャンペーンスタッフ アゼリア

和歌山市観光キャンペーンスタッフ

アゼリアを募集しています
●委嘱期間／平成 30 年４月１日～翌年３月 31 日（１年間）

●応募資格／① 市内在住・通勤・通学している満 18 歳以上の方（平成 30 年４月１日現在）
　　　　　　② 年間 20 回程度の観光 PR に参加でき、宿泊を伴う出張も可能な方
　　　　　　③ 芸能プロダクション等と専属契約のない方

●採用人員／３人程度（男女不問）

●賞　　品／記念品・任期満了時に 10 万円相当の謝礼
　　　　　　※その他、業務１日につき１万円（４時間以下は 5,000 円）の謝礼など

●応募方法／２月 22 日木〈必着〉までに履歴書（３か月以内に撮影した証明写真を貼付）を
　　　　　　持参 · 郵送で

●応  募  先／〒 640-8146  一番丁 3  （一社）和歌山市観光協会事務局「アゼリア」募集係

●審  査  日／３月４日日　※時間・場所は本人に直接通知

問（一社）和歌山市観光協会 ☎433-8118

こども科学館の新しい展示室

「ふしぎ体験！科学広場」３月３日土 オープン 問 こども科学館 ☎432-0002

２階 新展示室北 イメージ

新装改修工事のため休館中（３月２日金まで）のこども
科学館の２階展示室が「ふしぎ体験！科学広場」として
３月３日土にオープンします。
身の回りにある光、音、電気と磁力、力と運動やロボッ
トについて、不思議でおもしろい体験をし、考え、確
かめることで学習できる展示室です。この機会にぜひ、
ご来館ください。

●開　　館／３月３日土９時 30 分～
※「ふしぎ体験！科学広場」は３月３日土９時 50 分～

●展示内容／物理の４分野（光、音、電気と磁力、力と運
　　　　　　動）の概念が系統的に理解できる展示など

ふしぎ体験をして

なぜ？どうして？と考えることで

科学の力を身につけよう

PR活動や観光イベントを
お手伝いして

和歌山市の魅力を発信します


